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韓国における学びの共同体の実践現況 

¨  現在、韓国の学校改革のための一番強力な理論 
¨  実践学校＝約300校（中学校が９割、30校は地域の拠点校) 
¨  会員数＝約3600人、地域研究会＝24個（月１回は研究会開催） 
¨  全国地域体表ワークショップ＝年４回（12４人/2５人コンサルタント） 
¨  全国大会＝年1回（第5回2014年8月14日予定） 
　－佐藤先生の基調講演、映像による授業事例研究(25個）と代表授業の分析 



展開、順序ではなかった！ 

¨  第１期(2000年~2005年)　教育庁の研究モデル学校期 
　－報告書の作成と提出で終了、一般学校への普及は失敗 

¨  第２期(2006年~2008年)　代案学校期 
　－代案学校の特殊性に注目、普通の公立学校への導入は失敗 

¨  第３期(2009年~2012年)　革新学校期 
　－進歩的教育監(17人の中で5人）の教育政策に基づいた革新学校（特別予
算）を中心に学校レベルで導入、実践中 

　－韓国において授業を中核とする最初の学校改革 

¨  第４期(2013年~現在)　普通の一般学校への普及 
　－進歩的教育監の地域ばかりでなく、全国の各地で‘学びの共同体’を標榜する
実践学校の登場 

　－進歩や保守を問わず教師レベルで授業研究への関心が高くなる 
　－元、革新学校の教師の移動による一般化 



韓国における学びの共同体の成功要因 

¨  哲学＝”一人の子も残らず学ぶ権利を保障する“(佐藤学） 
　－教師：授業崩壊、習熟度別授業、子どもの自殺や校内暴力などによって 
　　バーンアウト状態 
　－学力向上＝教育目的に対する反感 
　－教育の本質を取り戻す教師(特に、全教組）の熱情 

¨  活動システム＝教室、学校運営、親や地域社会 
　－1990年代に登場した‘開かれた教育（open education)’ 
　　の失敗経験＝活動システムの不在 
　－教師を研究対象とする授業評価（＝教師評価）に対する反対 

¨  佐藤学先生の理論や著書 
　－＜授業が変わる学校が変わる＞2006年から大型書店のステディセラー	
　　－＜学校の挑戦＞＜教師たちの挑戦＞＜教育改革をデザインする＞ 

　 
 

 



1．学校文化の変化 

¨  教育の中核：生活指導　　　授業 
¨  教師文化：‘親睦’　　‘同僚性’（専門家教師） 
¨  校内研修：講演　　授業公開＋授業研究会＝校内研修(指導案の簡素化） 

¨  授業公開の焦点：教師評価　　子どもの学びの様相 
¨  学校運営：教務行政　　授業事例研究中心の校内研修（定例化） 
　－教務行政の簡素化（業務担当者の配置）　　　　　　　＜指導案1枚＞�
¨  親や地域社会：監督者　　協力者 



２．教室の変化 

¨  机：コの字と4人グループ学習 
　－机の配置に意味のあるのではなく“どの子も一人にしない”と哲学の実現 
 
 
　 
 
 
 

 



¨  ‘学び’中心の授業つくり＝活動、協同、表現的な授業の実現 
　－活動：教科書中心　　　カリキュラム中心の子どもの活動デザイン　　 
　－協同：協力学習(4人で一つにまとめ）　　学びあう関係　　　　　 

　－表現：正解の確認　　　学んだことの交流や省察 
                      
 
                                  <見る授業>　　	 <学びあう授業>	 
 



３．親や地域社会との関係 

¨  親への授業公開 
¨  保護者アカデミーの運営：保護者の教養教育 
¨  保護者や地域住民を補助教師として学習参加させること 
¨  テーマ学習への参加、体験学習や見学などへの同伴 
¨  父親会の活性化 
¨  地域住民の学習参加 



成果と課題 

¨  成果 
　－教師たちの授業や教職に対する満足度向上 
　－教師のカリキュラム再構成や授業の専門性の向上（マニュアルから脱皮） 
　－子どもたちの問題行動（校内暴力、いじめなど）の急減 
　－子どもの授業満足度向上（学力向上） 
　－保護者の学校への信頼度向上 
¨  課題 
　－小学校の参加（実践学校の9割＝中学校　　　高校の変化を導く） 
　－校内研修の支援できるスーパーバイザの養成 
　－学びの質を高めること（教材研究） 
　-校長や教頭を教育専門家として参加させること 
　－教員養成大学や教員研修機関や実習生教育との連携 
　-教科教育における親や地域住民の‘学習参加’の実現 
	

	

　　 
　 


